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3 人でジャンケンをするとき 

‘石’、‘ハサミ’、‘紙’の出し方は 2733  通り。 

1 人の勝者が決まる場合は 

例えば 1人が‘紙’を出し、2人が‘石’を出すのは 313 C 通りであるから、全部で 933  通り。 

1 人の敗者が決まる場合は 

例えば 2人が‘紙’を出し、1人が‘石’を出すのは 323 C 通りであるから、全部で 933  通り。 

1 人の勝敗も決まらない場合は、 91827  通り。 

1 人の勝者が決まる確率、1人の敗者が決まる確率、1人の勝敗も決まらない確率は、いずれも 
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2 人でジャンケンをするとき 

‘石’、‘ハサミ’、‘紙’の出し方は 932  通り。 

勝敗が決まらない場合は、2人が同じ手を出したときで、3通り。 

勝敗が決まる場合は、 639  通り。 

勝敗が決まる確率は 
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1 回目で 1人の勝者が決まる確率は 
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2≧k のとき 

1k 回目まで 1人の勝敗も決まらず、 k 回目に 3人でジャンケンをして 1人の勝者が決まる確率は 
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j 回目 )11( kj≦≦ に 1人の敗者が決まり、 k 回目に 2人でジャンケンをして勝者が決まる確率は 
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k 回目に 2人でジャンケンをして勝者が決まる確率は 
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以上により、 k 回目に初めてちょうど 1人の勝者が決まる確率は 
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これは 1k のときも成立。 

 

求める確率は 
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